
 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＲ連合北陸地協・ＪＲ西日本連合金沢地本「２０１９春季生活闘争勝利総決起集会」 

組織の総力をあげた闘いを展開することを確認 

ＪＲ連合北陸地方協議会（北陸地協）及びＪＲ西日本連合金沢地方本部は、３月５

日、金沢市内で「２０１９春季生活闘争勝利総決起集会」を開催した。集会には、北

陸地協に結集するＪＲ西労組金沢地本、西バス地本金沢支部、ジェイアール・イース

トユニオン新潟地本（ＪＲＥユニオン）、ジェイアール西日本金沢メンテック労組、

関西工機整備労組、ジェイアールサービスネット金沢労組の組合員１２０名が参加

し、「賃金は最大の労働条件」との認識の下、ベースアップを軸とした月例賃金の引

き上げに徹底してこだわるとともに、総合生活改善にむけて、組織の総力をあげて２

０１９春闘に臨むことを確認した。 

冒頭、北陸地協を代表して、本田雅明議長（ＪＲ西労組金沢地本執行委員長）が挨

拶に立ち、グループ会社を含めた金沢支社全体の収支が赤字であることに言及し、改

善にむけた各種取り組みへの協力を呼びかけるとともに、民主化闘争の完遂にむけた

ＪＲＥユニオンへの支援に引き続き取り組む決意を表明した。 

当日は、ＪＲ連合から荻山市朗副会長（ＪＲ西日本連合議長・ＪＲ西労組中央執行

委員長）と北村公次労働政策部長が出席し、それぞれ激励と連帯の挨拶を行った。荻

山副会長からは、死亡労災の発生状況や対策をはじめとした安全確立の取り組みやＪ

Ｒ西労組の交渉経過、グループ労組組合員の労働条件と地位向上にむけた決意が述べ

られた。その後、ＪＲ連合の春闘方針提起、加盟各単組の代表者による決意表明が行

われ、集会アピールを採択後、昨年９月にＪＲＥユニオンに加入した青年が登壇し、

「ＪＲＥユニオンの先輩から誘われ、その方を信じて加入を決断した。今は小さな組

合であるが大きな組織となるべく盛り上げていきたい」との決意を力強く述べ、会場

は万雷の拍手に包まれた。そして、最後に本田議長の団結ガンバローで２０１９春闘

勝利と民主化闘争完遂にむけた気勢をあげた。 
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